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人口と世帯数

6．石6
我孫子市役所秘奮室広報広聴課
〒270－11我孫子市我孫子1B5BaO471(B5)1111

6月1日現在（）内は前月比

や人□126,746人(+115）
男/63,345人女/63,401人

心世帯数44,624世帯(+109）I
一

b

Ｑ
、
平
成
９
年
２
月
に
夫
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
昨
年
中
に
夫
が
得

た
所
得
に
対
す
る
住
民
税
は
。

Ａ
、
住
民
税
は
、
毎
年
１
月
１
日

現
在
で
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
９
年
に
な
っ
て
死

亡
さ
れ
た
方
に
も
、
９
年
度
の
住

民
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
納
税
は
相
続
人
の
方
に
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
平
成
９
年
１
月
”
日
に
、
Ｂ

市
か
ら
転
入
し
て
き
ま
し
た
。
９

皆
さ
ん
の
質
問
に
お
答
え
し
ま
す

I
:国税の仕組み

年
度
の
住
民
税
は
、
ど
ち
ら
の
市

へ
納
め
れ
ば
良
い
の
で
し
ょ
う
。

Ａ
、
１
月
１
日
現
在
に
は
、
あ
な

た
の
住
所
は
Ｂ
市
に
あ
っ
た
の
で
、

そ
の
後
我
孫
子
市
に
転
入
さ
れ
た

と
し
て
も
、
９
年
度
の
住
民
税
は

Ｂ
市
に
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
私
は
８
年
”
月
に
定
年
退
職

し
、
そ
の
際
退
職
金
か
ら
住
民
税

を
天
引
き
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
年

も
９
年
度
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

市
民
税
は
、
一
般
に
県
民
税
と
あ
わ
せ
て
「
住
民
税
」
と
呼
ば
れ
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
勤

務
先
を
通
し
て
、
個
人
で
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
納
付
書
に
よ
り
本
人
が
直
接
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
６
月
は
、
新
年
度
の
納
付
が
始
ま
る
月
で
す
。
今
回
は
市
民

税
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
の
多
い
質
問
を
含
め
て
説
明
し
ま
す
。
Ⅱ
課
税
課
Ⅱ

歳
入
全
体
の
虹
％
に
も
達
し
、
市
年
間
の
税
額
は
、
市
民
税
と
県

市
民
税
は
税
収
の
舞
鶴
巽
堪
ま
な
仕
事
に
使
わ
民
税
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
割
と
均

等
割
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

◎
所
得
割
額
…
前
年
中
の
所
得
額

き
姉
蝿
畿
齢
珊
灘
脚
壼
鍵
税
額
の
計
算
鮭
耐
蝕
鍾
鎚
聿
諦
鐸
識
癖
辮
癖

で
は
１
９
４
億
１
５
６
４
万
円
に
控
除
金
額
）
に
税
率
を
乗
じ
、
速

の
ほ
り
、
歳
入
全
体
の
約
鎚
％
に
住
民
税
は
、
前
年
の
１
月
１
日
算
控
除
額
を
差
し
引
い
て
計
算
さ

な
っ
て
い
ま
す
。
か
ら
狸
月
瓢
日
ま
で
の
所
得
を
基
れ
ま
す
。
（
左
表
参
照
）

こ
の
中
で
も
市
民
税
の
占
め
る
に
計
算
さ
れ
、
翌
年
６
月
か
ら
納
◎
均
等
割
額
：
一
定
額
以
上
の
所

割
合
は
、
市
税
全
体
の
約
釦
％
、
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
得
が
あ
る
方
に
、
広
く
均
等
に
負

Ａ
、
退
職
金
に
対
す
る
住
民
税
は
、

退
職
金
が
支
払
わ
れ
る
際
に
天
引

き
さ
れ
、
会
社
な
ど
を
通
じ
て
市

町
村
に
納
入
さ
れ
ま
す
。
（
同
時

に
特
別
徴
収
の
残
り
分
の
住
民

税
も
あ
わ
せ
て
徴
収
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
）
退
城
金
以
外
の
所

得
（
８
年
１
月
か
ら
退
職
ま
で
の

所
得
）
に
対
す
る
住
民
税
は
、
翌

年
度
に
課
税
さ
れ
る
た
め
、
今
回

は
そ
の
納
税
通
知
書
が
送
ら
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
、
夫
は
８
年
４
月
か
ら
海
外
へ

単
身
赴
任
中
で
す
。
妻
の
私
と
子

ど
も
２
人
は
所
得
が
な
く
、
夫
の

仕
送
り
で
生
活
し
て
い
ま
す
。
一
一

の
よ
う
な
場
合
で
も
》
市
。
県
民

税
が
か
か
る
の
で
す
か
。

Ａ
、
あ
な
た
と
２
人
の
お
子
さ
ん

に
は
、
所
得
が
な
い
た
め
市
・
県

民
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

１
月
１
日
に
市
内
に
居
住
し
て

い
な
く
て
も
、
事
務
所
ま
た
は
家

屋
敷
が
あ
る
人
に
は
、
均
等
割
の

み
が
課
税
き
れ
ま
す
の
で
、
あ
な

た
の
ご
主
人
に
は
市
・
県
民
税
の

均
等
割
３
５
０
０
円
が
課
税
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
あ
な
た
と
２
人
の
お
子

さ
ん
に
は
市
・
県
民
税
の
申
告
を

担
し
て
い
た
だ
く
税
額
。
市
民
税

の
均
等
割
額
は
、
市
区
町
村
の
人

口
規
模
に
応
じ
て
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
（
標
準
税
率
適
用
の
場
合
）

▼所得割の税率(標準税率）
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’ ’
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
、
特
別
減
税
は
あ
る
の
で
す
か
。

Ａ
、
平
成
６
．
７
．
８
年
度
分
の

住
民
税
に
つ
い
て
は
、
特
別
減
税

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
９
年
度

に
特
別
減
税
は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
、
私
は
、
８
年
扣
月
仁
東
京
溺

区
内
か
ら
我
孫
子
市
に
転
入
し
て

き
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
す
。

こ
れ
か
ら
９
年
度
の
住
民
税
を

納
め
る
の
で
す
が
、
前
住
地
よ
り

も
住
民
税
が
高
く
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
の
で
す
が
。

Ａ
、
住
民
税
は
前
述
し
た
よ
う
に
、

均
等
割
額
と
所
得
割
額
の
合
計
で

算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
均
等
割
額

は
１
月
１
日
現
在
住
ん
で
い
る
市

区
町
村
の
人
口
に
応
じ
て
定
め
ら

市
民
税
を
納
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
人
は
、
次
の
要
件
に
当
て
は

ま
る
方
で
す
。

①
そ
の
年
の
１
月
１
日
に
我
孫
子

市
に
住
所
が
あ
る
人
…
均
等
割
額

と
所
得
割
額

②
そ
の
年
の
１
月
１
日
に
我
孫
子

市
に
住
所
は
な
い
が
事
務
所
や
事

業
所
、
家
屋
敷
が
あ
る
人
…
均
等

割
額

＊
釦
万
人
以
上
の
市
と
東
京
詔
区

…
３
０
０
０
円

＊
５
万
人
以
上
即
万
人
未
満
…
２

５
０
０
円
（
我
孫
子
市
の
場
合
）

＊
５
万
人
未
満
の
市
と
町
村
：
・
２

０
０
０
円

な
お
、
県
民
税
の
均
等
割
額
は
、

全
国
一
律
１
０
０
０
円
で
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
所
得
割
額
は

所
得
や
所
得
控
除
の
状
況
に
応
じ

て
《
均
等
割
額
は
市
町
村
の
人
口

規
棋
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
算
出

さ
れ
ま
す
の
で
、
居
住
す
る
市
町

村
に
よ
っ
て
税
額
が
高
い
、
安
い

と
い
っ
た
「
税
負
担
の
不
公
平
」

が
生
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
民
税
を
納
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
人

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
９
年
度
は
住
民
税
の
特
一

別
減
税
（
所
得
割
額
）
が
あ
り
ま
一

せ
ん
の
で
そ
の
分
に
つ
い
て
も
、
一

税
額
が
高
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
一

ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
一

住
ん
で
い
る
市
区
町
村
に
よ
っ
｝

て
、
税
負
担
の
不
公
平
は
あ
り
ま
－

せ
ん
。

れ
て
お
り
、
あ
な
た
の
場
合
は
、
一
帯
の
世
帯
主
宛
に
お
送
り
し
ま
す
。

前
住
地
よ
り
も
我
孫
子
市
の
ほ
う
一
例
え
ば
、
世
帯
主
が
勤
務
先
の

が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。
（
標
準
一
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
国
保

税
率
適
用
の
場
合
）
。
一
の
被
保
険
者
で
な
く
て
も
、
家
族

ま
た
、
所
得
割
額
は
前
年
の
所
一
の
ど
な
た
か
が
一
人
で
も
国
保
に

得
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
入
っ
て
い
れ
ば
世
帯
王
が
納
税

前
年
の
課
税
所
得
が
一
昨
年
の
課
一
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

税
所
得
（
前
住
地
の
住
民
税
の
算
一
な
お
保
険
税
の
計
算
は
、
世
帯

出
根
拠
）
よ
り
も
多
く
な
っ
た
も
一
ご
と
に
次
の
よ
う
な
方
法
に
よ
り

、
ノ
‐
‐
ら
；
，
口
１
一
‐
‐
、
一
、

課
税
さ
れ
た
市
・
県
民
税
を
納

め
る
方
法
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

方
な
ど
が
会
社
を
経
由
し
て
納
め

る
〃
特
別
徴
収
〃
（
給
与
天
引
き
）

と
、
個
人
宛
に
送
付
さ
れ
た
納
付

書
で
納
め
る
〃
普
通
徴
収
〃
が
あ

り
ま
す
。

特
別
徴
収
の
方
に
は
、
５
月
中

に
各
勤
務
先
宛
に
税
額
通
知
書
を

郵
送
し
、
６
月
分
の
給
与
か
ら
平

成
９
年
度
の
住
民
税
を
納
付
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

普
通
徴
収
の
方
に
は
、
６
月
中

旬
に
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

の
で
、
納
期
内
に
納
め
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
課
税
課
市
民
税

係
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
３
４
．

３
３
５

な
お
、
年
間
所
得
が
一
定
額
以

下
の
方
や
、
生
活
保
謹
法
の
規
定

に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る

方
、
障
害
者
・
未
成
年
者
・
老
年

者
・
寡
婦
・
寡
夫
で
前
年
中
の
合

計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円
以
下

の
方
は
市
民
税
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

納
税
の
方
法

１
４

一
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

一
皆
さ
ん
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、

一
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
時
の
医

一
療
費
を
負
担
す
る
こ
と
が
目
的
で

一
安
心
し
て
必
要
な
治
療
を
受
け
る

一
こ
と
が
で
き
る
、
な
く
て
は
な
ら

一
な
い
制
度
で
す
。

一
そ
の
財
源
は
国
の
負
担
金
《
県

一
の
補
助
金
と
皆
ざ
ん
に
納
め
て
い

一
た
だ
く
保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
て

一
い
ま
す
。
職
場
の
医
療
保
険
加
入

一
者
や
生
活
保
謹
受
給
者
以
外
の
方

一
は
、
す
べ
て
国
保
に
加
入
し
保
険

一
税
を
納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

一
保
険
税
は
世
帯
ご
と
に
計
算

一
保
険
税
納
税
通
知
書
は
、
各
世

4P4q■

▼表1．保険税納期限日
、
４
－
常1国'震健康保|険こ

の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

保険税は納期内に納付を

便利な口座振替もご利用ください

蝉
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額
の
合
計

が
１
年
間
の
保
険
税
に
な
り
ま
す
。

①
所
得
割
額
：
・
前
年
中
の
所
得
総

額
（
控
除
後
）
の
１
０
０
分
の
７
．

４②
資
産
割
額
…
固
定
盗
産
税
額
の

１
０
０
分
の
釦

③
均
等
割
額
：
被
保
険
者
一
人
に

つ
き
１
万
８
０
０
円

④
平
等
割
額
：
ｉ
世
帯
に
つ
き
９

６
０
０
円

平
成
９
年
度
の
納
税
通
知
書
は
、

６
月
ｍ
日
（
木
）
に
発
送
す
る
予
定

で
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
生
活
の
た

め
に
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
必
ず

表
１
の
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
口
座
振
替
に
す
る
と
、
納

付
期
日
に
金
融
機
関
か
ら
自
動
的

に
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
納
め
忘
れ

が
な
く
、
納
期
ご
と
に
納
め
に
い

く
手
間
も
省
け
る
た
め
大
変
便
利

で
す
。
表
２
の
金
融
機
関
等
で
手

続
き
が
で
き
ま
す
の
で
、
届
出
印

を
持
参
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
保

険
税
係
壷
（
鋸
）
１
１
１
１

納
付
は
お
早
め
に

▼表2．口座振替取扱金融機関等(本･支店を含む）

サイリ 社会の実現をめクル ざして

課税所得

200万円以下

200万円を超え
700万円以下

700万円を

超える金額

市民税

税率

3

8％

12％

速算
控除額

一

10万円

38万円

県民税

税率

2％

3％

速算
控除額

7万円

第1期

第2期

第3期

第4期
盲一一、

第5期

第6期

第7期

第8期

第9期

第10期

平
成
９
年

平
成
加
年

6月30日(月）

7月31日附

9月1日侶）

9月30日㈹

10月31日㈲

12月1日(月）

12月25日附

2月2日(月）

3月2日(月）

3月31日㈹

千葉銀イ
一

丁

京葉銀行

東海銀行

関東銀行

我孫子市農業協同組合

千葉興業銀行

さくら銀行

常陽銀行

東京三菱銀行

龍ヶ聯調金庫

松戸信用金庫

成田信用金庫

郵便局



一 ＝

溺 瀕 1997.6.16(2)
＝

ー第951号

｜

’
▼表1一般会計予算執行状況
（収入） 昨

年
４
月
に
２
８
１
億
６
０
０

０
万
円
で
ス
タ
ー
ト
し
た
平
成
８

年
度
予
算
は
、
年
度
途
中
に
行
っ

た
４
回
の
補
正
と
７
年
度
か
ら
繰

り
越
さ
れ
た
事
業
の
繰
越
額
４
億

２
６
６
５
万
円
を
合
わ
せ
て
、
２

８
５
億
４
１
９
８
万
円
に
な
り
ま

す
。
（
表
１
参
照
）

収
入
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
を

反
映
し
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
．

２
％
程
度
の
低
い
伸
び
に
な
る
見

込
み
で
す
。

支
出
は
、
経
常
的
な
経
識
の
節

減
に
努
め
る
な
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
主
な
事
業
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

＊
岡
発
戸
市
民
の
森
整
備
、
古
利

根
沼
周
辺
保
全
対
策
及
び
根
戸
船

秤
成
判
年
雛
財
政
事
情
の
公
表

市
の
財
政
事
情
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
皆
さ
ん
が

納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
ご
理
解
い

た
だ
く
た
め
、
平
成
８
年
度
決
算
見
込
み
か
ら
み
た
、
下
半

期
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
Ⅱ
財
政
課
Ⅱ

戸
緑
地
整
備
の
た
め
の
用
地
峨
入

＊
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遺
や
デ

イ
・
サ
ー
ビ
ス
、
学
童
保
育
な
ど

の
福
祉
関
連

＊
布
佐
中
学
校
の
給
食
施
設
整
備

＊
大
災
害
や
交
通
事
故
な
ど
に
広

く
対
応
で
き
る
救
助
工
作
車
の
職

入
な
ど
こ
の
結
果
、
７
年
度
に
比
べ
て

１
．
８
％
程
度
の
増
加
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
収
入
か
ら
支
出
を
差
し

引
い
た
額
は
、
億
９
０
０
０
万
円

程
度
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
９
年

度
に
繰
り
越
し
し
た
事
業
の
財
源

３
億
７
７
２
１
万
円
を
差
し
引
い

た
実
質
的
な
収
支
は
７
億
１
０
０

０
万
円
程
度
の
黒
字
に
な
る
見
込

み
で
す
。

◎
市
民
負
担
の
状
況

市
が
各
種
事
業
や
市
民
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
多
く

一
一
一
一
一
一
一

１
『
ｌ
ｌ
圭
一
】
｜

の
財
源
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
の

財
源
は
、
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い

た
だ
く
市
税
の
ほ
か
、
国
や
県
の

補
助
金
、
借
入
金
で
あ
る
市
彼
な

ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
の
納
税
額
は

約
哩
万
７
０
０
０
円
一
世
帯
当

た
り
で
は
約
哩
万
１
０
０
０
円
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
市
民

一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
た
蛮
用
は

約
虹
万
７
０
０
０
円
、
一
世
帯
当

た
り
で
は
約
砲
万
円
で
す
。

※
平
成
９
年
４
月
１
日
現
在
の
人

口
と
世
帯
数
壷
万
６
２
６
１
人
、

４
万
４
１
４
３
世
帯
）

◎
柿
鑪
鵬
電
繩

(支出）

’
堯

▼表2市債・債務負担行為の推移
基
金
は
、
特
定
の
目
的
の
た
め

に
財
産
を
維
持
し
、
査
金
を
識
み

立
て
、
ま
た
は
定
額
の
責
金
を
運

用
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

主
な
基
金
の
８
年
度
末
の
残
高

見
込
み
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＊
財
政
調
整
基
金
・
・
血
億
１
０
０

万
円
＊
減
債
基
金
．
：
２
億
２
１

０
０
万
円
＊
庁
舎
増
築
基
金
：
、

２
億
５
７
０
０
万
円
＊
ふ
る
さ

と
手
萱
沼
ふ
れ
あ
い
計
画
推
進
基

金

|▽表4－1事業運営に係わる収支
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な
ど

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
場
合
で

一
般
の
歳
入
・
歳
出
と
は
別
の
会

金
・
・
・
９
０
０
０
万
円
＊
国
際
交

流
基
金
・
・
・
４
１
０
０
万
円
＊
社

会
福
祉
事
業
基
金
…
４
億
３
５
０

０
万
円
＊
緑
の
基
金
：
２
億
１

８
０
０
万
円
＊
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
…
５
８
０
０
万
円
＊
清
掃

エ
場
建
設
基
金
・
・
・
１
億
７
０
０
０

万
円
＊
成
田
線
複
線
化
整
備
基

金
・
・
・
８
０
０
０
万
円

▼表3特別会計予算執行状況

別
会
計

’

▼表4－2水道施設の建設に係わる資本的収支

’
１
１ 水

道
事
業
は
、
市
が
経
営
す
る

独
立
採
算
制
の
公
営
企
業
で
す
。

平
成
８
年
度
の
決
算
見
込
み
は
、

水
道
水
の
供
給
な
ど
事
業
運
営
に

係
わ
る
収
支
が
、
料
金
改
定
し
た

こ
と
や
経
費
の
節
減
に
努
め
た
こ

と
で
若
干
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
施
設
の
建
設
に
係

わ
る
査
本
的
収
支
は
約
７
億
７
８

８
２
万
円
の
不
足
額
を
生
じ
ま
し

た
が
、
過
年
度
分
の
袖
て
ん
財
源

で
補
て
ん
し
ま
す
。
（
表
４
参
照
）

計
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
８
年
度
末
現

在
で
は
６
会
計
が
設
け
ら
れ
、
一

般
会
計
と
は
経
理
を
区
分
し
て
そ

れ
ぞ
れ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
表
３
参
照
）

’
’

｜’

’
※平成8年度末の企業憤未償還残高63億6097万円
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す 情
報
公
開
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
か
ら
巧
日
以
内
に
公
開
す
る
か
ど

情
報
公
開
制
度
は
、
市
民
の
皆
制
度
を
利
用
す
る
に
は
萢
捗
を
決
定
し
て
お
知
ら
せ
し
ま

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

さ
ん
の
求
め
に
応
じ
て
、
市
が
持
情
報
公
開
制
度
を
利
用
で
き
る
な
お
、
本
人
の
情
報
を
開
示
識

っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
公
方
は
、
市
内
に
住
所
や
事
業
所
．
求
す
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
な

開
す
る
も
の
で
す
。
事
務
所
が
あ
る
個
人
・
法
人
、
市
ど
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

今
回
情
報
公
開
制
度
を
よ
り
内
に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方
、
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
市
の
仕
率
に
利
害
関
係
の
あ
る
方
公
開
の
方
法
は
、
情
報
を
閲
覧

い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
８
年
度
で
す
。
ま
た
は
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、
写

の
実
施
状
況
を
、
お
知
ら
せ
し
ま
公
開
の
請
求
は
、
情
報
公
開
し
ヨ
ピ
ー
）
の
交
付
も
行
い
ま

▼表1請求に対する決定状況 が
９
件
（
２
名
）
、
自
己
情
報
の
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
た
有
侭
刊
行
物
の
販
売
も
行
っ
て

開
示
請
求
（
自
分
に
関
す
る
情
報
ル
脇
の
傭
報
公
開
総
合
窓
口
で
は
、
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

の
閲
覧
等
を
請
求
す
る
こ
と
）
が
情
報
公
開
の
請
求
の
受
け
付
け
や
な
お
、
教
育
委
員
会
、
水
道
局
、

５
件
（
２
名
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
公
開
制
度
全
般
に
つ
い
て
の
消
防
本
部
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー

実
施
機
関
別
の
請
求
状
況
は
、
相
談
や
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る

情
報
の
公
開
、
自
己
情
報
の
開
示
ま
た
、
併
設
の
行
政
情
報
資
料
情
報
の
請
求
の
受
け
付
け
及
び
相

と
も
に
、
請
求
の
全
て
が
教
育
委
室
で
は
、
市
作
成
の
計
画
雪
各
談
・
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

貝
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
種
刊
行
物
、
統
計
資
料
や
、
国
．
▼
利
用
時
間
午
前
８
時
釦
分
か

ま
た
、
こ
れ
ら
の
請
求
に
対
す
県
・
他
市
町
村
の
行
政
査
料
な
ど
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
土
・
日

る
決
定
状
況
は
（
表
１
）
、
請
求
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
自
由
に
閲
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
（
表
２
）
麓
で
き
、
必
要
な
と
き
は
コ
ピ
ー
▼
問
い
合
わ
せ
文
書
課
情
報
公

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（
有
料
・
１
枚
、
円
）
を
す
る
こ
開
担
当
壷
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
２

公
開
等
の
請
求
件
数
は
皿
件
で
し

た
。
こ
の
内
、
情
報
の
公
開
請
求

に
対
す
る
訂
正
請
求
及
び
非
公
開

公
開
等
の
請
求
は
叫
件

●

(単位 :件） 。

市
で
は
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
等
の
決
定
に
対
す
る
不
服
申
し
立
さ
い
。
公
開
の
請
求
を
受
け
た
日

平
成
８
年
度
に
お
け
る
情
報
の

な
お
、
開
示
さ
れ
た
自
己
情
報
と
も
で
き
る
ほ
か
、
市
が
発
行
し
６
８

平
成
８
年
度
情
報
公
開
制
度

の
実
施
状
況
ま
と
ま
る

※不存在…公開等の舗求に係る仙報が存在しないこと。
蕊舗求1件に対して複数の決定が行われることがありますので、鯖
求の件数と決定の件数は一致しない場合があります。

▼表2請求の主な内容 報
公
開
総
合
窓
口
、
ま
た
は
情
報
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る
と
き
は
、

公
開
コ
ー
ナ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

（
自
己
情
報
開
示
）
請
求
書
を
情
す
。
閲
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し

’
’

一
般
会
計

区分

市税

地方嬢与税

地方交付税

分担金・負担金

使用料・手数料

国庫支出金

県

Ｕ
寺
附

凸
痘
用

市 債

その他

合計

支出金

入金

越金

予算額

184億8907万円

8億1100万円

5億8412万円

5億220万円

4億3897万円

14億7397万円

10億839万円

2億3849万円

9億7545万円

28億9260万円

11億2772万円

285億4198万円

収入見込額

185億9026万円

7億8573万円

6億2826万円

5億220万円

4億4489万円

14億944万円

10億540万円

2億3849万円

9億7545万円

28億5550万円

10億3501万円

284億7063万円

執行率(％）

1005

96.9

107．6

100.0

101-3

956

99．7

100.0

100.0

98.7

91．8

99．8

区 分

議会費

総務賛

民生賀

衛生費

農林水産業費

商工費

土木饗

消防費

教育秘

公俄澱

予備識

合計

予算額

4億137万円

50億9731万円

55億201万円

31億3675万円

3億8642万円

3億596万円

61億5162万円

15億3180万円

34億5104万円

25億5792万円

1978万円

285億4198万円

支出見込額

3億9250万円

49億6814万円

52億2247万円

30億8357万円

3億7751万円

3億198万円

56億3111万円

15億1802万円

33億2984万円

25億5163万円

273億7677万円

執行率(％）

978

97．5

94．9

98．3

97．7

98．7

91．5

99．1

96．5

99．8

95．9

区分

Wi胱現在間

『筋負担行為

未払い残間

平成6年度

192億7000万円

65億4000万円

平成7年度

205億3000万円

57億2000万円

平成8年度

217他8()00万円

47億9000万円

区分

水道事業収益

水道事業徴用

収支差引

予算現額

27億2175万円

27億4449万円

-2274万円

決算見込額

27億4443万円

27億836万円

3607万円

執行率(％）

100.8

98.7

区分

国民健康保険

事業

土地区画整理

事業

公共下水道

事業

手賀沼

浄化事業

老人保健

公共用地先行
取得事業

合計

予算額

50億9549万円

8億515万円

34億8276万円

1億3702万円

58億333万円

500万円

153億2875万円

収入見込額

49億5490万円

8億540万円

34億9487万円

'億3817万円

55億5124万円

499万円

149侭4957万円

支出見込額

49億2484万円

3億5923万円

33億9761万円

'億3385万円

53億2739万|叩

498万円

141億4790万円

水
道
事
業
会
計

区分

収 入

支出

収支差引

予算現額

2億890万円

11億5723万円

－9億4833万円

決算見込額

2億7207万円

10億5089万円

－7億7882万円

執行率(％）

130.2

90．8

情報の公開

自己悩報の開示

決定区分

公開

0

開示

2

部分公開

7

部分開示

3

非公開

1

非開示

0

不存在

3

不存在

1

I■

合 計

11

合計

6

情
報
公
開
総
合
窓
口

行
政
情
報
資
料
室

の
ご
利
用
を

区
分

情
報
の
公
開

自
己
借
報
の
開
示

実施援関

所管爵

教

育

委

員
会

学校

教育課

指導課

学校

教育課

総務課

情報の内容

体罰等に係る事故報告
書

職員会議録

学校職員の訓告処分に
ついて

学校職員の懲戒処分に
ついて

児童・生徒の問題行動
等生徒指導上の諸問題
に関する調査について

事故報告瞥

職員研修記録

児童･生徒の指導要録

決定状況

部分公開

部分公開

部分公開

非公開

部分公開

開示

部分開示

開 示

部分開示

公開・開示するこ

とができない理由

個人に関する情報

個人に関する情報
事務事業執行備報

個人に関する情報

個人に関する梢報
行政協力関係傭報

個人に関する俄報

個人に関する備報

指導に関する備報



録び(3) 一
一 第951号1997．6．16

’ 音
楽
フ
ァ
ン
あ
こ
が
れ
の
都
チ

エ
コ
の
プ
ラ
〈
か
ら
、
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
カ
タ
リ
ー
ナ
・
ク
ー
ド
ウ
リ

コ
ヴ
ア
さ
ん
と
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
パ

ヴ
エ
ル
・
ベ
ツ
デ
ィ
エ
ク
さ
ん
を

迎
え
、
ソ
プ
ラ
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す
。
二
人
は
と
も
に
、

プ
ラ
ハ
音
楽
院
で
学
び
、
在
学
中

伊…~…“… …“………~……

胴
の
版
職
識
雛はくせい

第

本
旧
雲
篝
鵯

館物鵬
日
率
蝿
騨
蝿
鵜

鳥
９
ま
た
、
日
本
だ
け
に
し
か
生

「
Ｉ
ｊ
謝
〆
‐
‐
坐
二
零
凋
Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｊ
息
し
て
い
な
い
固
有
種
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ

壷
（
妬
）
２
２
１
２口

勿
身
リ
ー
ナ
．

烏の博物館第22回企画展

日本の烏
9月28日(日)まで開催中 パヴェル・

ベツディェク
力タリー
クードゥ

。
コ
ナ
リ ヴァ

か
ら
た
く
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

出
演
。
プ
ラ
ハ
で
、
将
来
を
堀
望

さ
れ
て
い
る
若
手
音
楽
家
の
代
表

格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
減
奏
の
合
間
に
、
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
で
若
手
音
楽
家
を
育
て
て

は
る
ひ
と

い
る
小
林
春
仁
さ
ん
が
、
曲
の
紹

介
を
は
じ
め
チ
エ
コ
の
お
国
柄
や

音
楽
に
関
す
る
お
話
し
な
ど
楽
し

い
減
出
を
繰
り
広
げ
ま
す
。
息
の

合
っ
た
演
奏
を
心
ゆ
く
ま
で
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
７
月
醒
日
（
金
）
午
後
５

時
開
場
、
５
時
帥
分
開
演

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
〃

▼
曲
目
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
歌
曲

〃
す
み
れ
″
ほ
か
、
ロ
ッ
シ
ー
ニ

歌
劇
「
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」

よ
り
〃
今
の
歌
声
″
ほ
か

ブ
ー

っ
ハ
ヰ
リ
愛
ｆ
込
め
了

６
月
は
、
「
動
物
の
正
し
い
飼

い
方
推
進
月
間
」
で
す
。
次
の
こ

と
を
守
っ
て
動
物
は
責
任
を
持
っ

て
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
い
犬
（
生
後
虹
日
以
上
）
の

狂
犬
病
予
防
注
射
お
よ
び
登
録
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
小
犬
・
子
猫
を
ふ
や
す
つ
も
り

の
な
い
場
合
は
、
必
ず
不
妊
手
術

を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
察
）

を
ご
存
知
で
す
か
。
こ
れ
は
、
身

近
な
星
座
の
観
察
を
通
し
て
、
大

気
・
地
球
環
境
保
全
の
大
切
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
環
境
庁
が

主
体
と
な
っ
て
毎
年
夏
と
冬
に
行

▼
入
場
料
１
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）

※
小
学
校
入
学
前
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
お
断
り
し
ま
す

▼
入
場
券
発
売
所
平
寅
書
店
、

荒
井
書
店
、
ブ
ッ
ク
ス
・
ス
ズ
キ
、

湖
北
マ
イ
ン
内
あ
び
こ
総
合
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ｉ
、
レ
コ
ー
ド
あ
つ

ぶ
る
、
学
友
堂
布
佐
店

▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
査
露
）
１
１
５
１

I
I－
－L

=夏の星座を観察しよう＝

市
役
所
本
庁
守
衛
室
で
毎
週
木
咄

日
の
午
前
８
時
訓
分
か
ら
、
時
鋤

分
ま
で
に
、
引
き
取
り
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
犬
・
猫
を

直
接
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◎
放
し
飼
い
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
犬
の
放
し
飼
い
は
危

険
で
す
の
で
、
必
ず
つ
な
い
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。

◎
子
犬
や
子
猫
の
時
か
ら
し
つ
け

を
行
い
、
飼
い
主
の
言
う
こ
と
を

っ
て
い
る
も
の
。
夏
は
、
こ
と
座

を
対
象
に
観
察
し
ま
す
。
８
倍
程

度
の
双
眼
鏡
が
必
要
で
す
が
、
ど

な
た
で
も
師
単
に
自
宅
で
観
察
で

き
ま
す
。
レ
ン
ズ
か
ら
見
る
夜
空

は
、
星
空
の
ロ
マ
ン
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

な
お
、
参
加
希
望
者
に
は
、
無

料
で
星
座
早
見
盤
を
差
し
上
げ
ま

す
。▼

観
察
日
７
月
型
日
（
火
）
か
ら

８
月
４
日
（
月
）
ま
で
の
条
件
の
良

い
１
日

▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

辺
（
市
内
に
限
り
ま
す
）

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
７
月
、
日
（
木
）
ま
で
に
環

境
保
全
課
公
害
対
策
係
壷
（
理
１

１
１
１
内
線
５
６
９
へ

よ
く
聞
く
よ
う
に
訓
練
し
ま
し
ょ

一
つ
。

◎
散
歩
中
の
犬
の
糞
は
、
飼
い
主

が
責
任
を
も
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し

よ
』
プ
ロ

◎
千
葉
県
の
条
例
で
「
危
険
な
動

物
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
サ
ル
や

ヘ
ビ
を
飼
う
場
合
は
、
県
知
事
の

許
可
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

霊
（
飯
）
１
１
３
１ 青

少
年
キ
ャ
ン
プ

参
加
者
募
集

平
成
、
年
度
採
用
市
職
員
募
集

の
案
内
を
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
案
内
期
間
７
月
１
日
（
火
）
か

ら
誕
日
（
木
）

▼
利
用
方
法
代
表
番
号
壷
（
壷

５
０
０
０
番
に
電
話
を
か
け
、
音

声
案
内
に
従
い
３
ケ
タ
の
番
号

▼
日
程
７
月
お
日
（
金
）
か
ら
”

日
（
日
）
の
２
泊
３
日

▼
場
所
福
島
県
国
立
那
須
甲
子

少
年
自
然
の
家

▼
対
象
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
校
３
年
生
ま
で

▼
定
員
先
着
卯
名

▼
費
用
１
人
１
万
５
０
０
０
円

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
電

話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
、
保
識

者
名
を
明
記
し
、
我
孫
子
１
６
８

４
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
青
少

年
係
垂
（
理
１
１
５
１
へ

一価（
８
４
６
）
を
押
す
か
ダ
イ
ヤ
ル

し
て
く
だ
さ
い
。
（
こ
の
サ
ー
ビ
ス

は
型
時
間
利
用
で
き
ま
す
）

※
市
峨
員
募
集
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
広
報
あ
び
こ
７
月
超
日
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
人
事
課
垂
（
閉
）

１
１
１
１
内
線
２
３
２

四
月
下
旬
の
あ
る
日
、
市
内
の

女
性
の
方
か
ら
、
六
号
線
沿
い
の

議会定例会のお知らせ
q

・
識
評
》
恥
》
酸
也
廻
諦

追
加
日
（
火
）
に
開
会
さ
れ
、

垣
一
般
質
問
は
６
月
妬
日

》
躯
賊
囎
迩
睾

云
れ
て
い
ま
す
。
本
会
議

一
》
侭
睡
垂
註
垂
魂
喧
由

誌
詳
し
く
は
、
議
会
事

叩
務
局
云
（
理
１
１
１
１

「
諦
擁
》
“
裡
季
峠
潤
い

あ
一
』

い
○
ｑ
も

予
し〆一● ②一、

↓
洲
勵
難
」
鰈
鵬
心
樺
剰
哨

▼中小企業資金融資内容
市
で
は
、
千
葉
県
信
用
保
証
協

会
と
市
内
金
融
機
関
の
協
力
に
よ

り
、
市
内
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん

に
運
転
・
設
備
黄
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
内
容
左
表
参
照

▼
利
子
補
給

＊
運
転
資
金
・
・
・
年
利
１
．
５
％

電
力
中
央
研
究
所
の
そ
ば
に
、
フ

デ
リ
ン
ド
ウ
の
花
が
あ
る
と
の
情

報
を
頂
き
ま
し
た
。
早
速
行
っ
て

み
る
と
、
長
さ
二
セ
ン
チ
余
り
の

青
紫
色
の
花
が
、
斜
面
に
点
々
と

見
ら
れ
ま
し
た
。
花
は
ラ
ッ
パ
形

で
、
茎
の
上
に
一
個
か
ら
数
個
、

上
向
き
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
花
の
つ
ぼ
み
は
、
先
端
が

＝

フデリンドウ
一夕

(りんどう科）

＊
設
備
資
金
・
・
・
年
利
１
．
８
％

＊
大
型
店
進
出
対
策
資
金
・
・
年
利

３
％
以
内

▼
信
用
保
証
料
大
型
店
進
出
対

策
黄
金
を
除
き
、
免
除
さ
れ
ま
す

▼
連
帯
保
証
人
特
別
小
口
黄
金

を
除
き
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
壷

（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
０
５

ノ

絞
っ
た
よ
う
に
た
た
ま
れ
、
形

が
筆
の
穂
先
の
よ
う
に
見
え
る

こ
と
か
ら
フ
デ
リ
ン
ド
ウ
の
名

が
つ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
花
は

日
が
あ
た
っ
て
い
る
時
だ
け
開

き
、
夜
間
や
曇
り
の
時
は
閉
じ

て
い
ま
す
。

開
い
た
花
を
見
る
と
、
上
部

に
五
つ
の
切
れ
込
み
が
あ
り
、

更
に
そ
の
間
に
副
片
と
呼
ば
れ

る
小
さ
な
裂
片
も
見
ら
れ
ま
す
。

花
の
奥
に
は
、
昆
虫
を
誘
う

ぜ
ん

蜜
腺
が
あ
り
ま
す
。
花
は
雄
し

べ
が
先
に
熟
し
、
花
粉
を
出
し

て
し
ぼ
む
頃
に
、
雌
し
べ
が
伸

び
て
他
の
花
の
花
粉
を
受
け
入

れ
ま
す
。

「
倒
れ
木
の
雛
す
林
あ
り

ふ
で
り
ん
ど
う

は
き
ょ
う

筆
竜
胆
」
（
石
田
波
郷
）

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

Ｌ
口’ ’

動
物
は
責
任
を
持
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

’

回一レルきん⑳

勇會鬮露屋
やさしいたのしい役立つ英会話

▽
内
容
。
日
程
＊
Ａ
ク
ラ
ス
圏
対
象
・
定
員
中
学
生
以
上
．

「
や
さ
し
い
日
常
会
話
」
（
初
心
者
各
別
名
（
応
募
者
多
数
は
抽
選
）

対
象
）
．
：
７
月
型
日
（
木
）
、
詔
日
園
講
師
ロ
ー
レ
ル
．
、
〉
ツ
ク

（
月
）
、
虹
日
（
木
）
、
８
月
４
日
ス
（
市
英
語
指
導
助
手
）

（
月
）
、
７
日
（
木
）
＊
Ｂ
ク
ラ
ス
園
費
用
Ｂ
ク
ラ
ス
の
み
テ
キ

『
Ｈ
Ｏ
ｗ
Ｔ
ｏ
Ｈ
Ｏ
ｍ
ｅ
ス
ト
代
と
し
て
約
１
０
０
０
円

Ｓ
ｔ
ａ
ｙ
」
（
中
級
者
対
象
）
・
・
．
▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

７
月
お
日
（
金
）
、
調
日
（
火
）
、
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

８
月
１
日
（
金
）
、
５
日
（
火
）
、
電
話
番
号
、
年
齢
、
誰
座
名
、

８
日
（
金
）
ク
ラ
ス
を
明
記
し
、
７
月
１
日

園
受
講
時
間
い
ず
れ
も
午
前
、
（
火
・
必
着
）
ま
で
に
我
孫
子

時
か
ら
ｎ
時
訓
分
１
６
８
４
教
育
委
員
会
社
会
教

圏
場
所
根
戸
小
学
校
育
課
壷
（
蓮
１
１
５
１
へ

第17回

鬮謹

種類

運転黄金

設備黄金

大
型
店
進
出
対
鍛
壷
金

特
別
小
口
資
金

運転資金

設備資金

運転資金

設備資金

限度額

1,500万円

以内

2,000万円

以内

1,000万円

以内

2,000万円

以内

750万円

以内

貸付期間

60カ月

以内

84カ月

以内

60カ月

以内

84カ月

以内

60カ月

以内

84カ月

以内

融資利率(年）

12カ月以内

2.4％

13～36カ月

以内2.9％

37～60カ月

以内3.1％

61～84カ月

以内3.3％
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さいとう

斉藤のどかち
（柴崎台･1歳4か 惨日時6月28日(土)、29日(日）都部・根古屋・日秀市営住宅の

凸

午前9時から午後5時入居者を募集しています。

し場所井手ロホール（中央公民シ募集期間6月24日(火)まで

館前）※申し込み方法等、詳しくは施設

し入場料無料建設課市営住宅係壷(85)1111へ

や

国回国国
凸問い合わせ秋坂云(88)2339

圖回回国 Ｌ
ｒ
Ｉ
Ｉ

■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
■
‐

ゆ うや

雄也〈ん
和台｡1歳3か月）腱

磁気カートどの切り替え・新規登

録を土曜日に行ないます。この機

会に、ぜひご利用ください。

修曰時6月21日(土)午前9時か

ら午後4時

し場所市役所本庁1階市民課

し持参切り替え…|日印鑑登録証、

認め印、新規登録･･･登録する印鑑

※8音証番号の登録・新規登録には、

本人確認のために、運転免許証か

パスポートが必要です。

伝問い合わせ市民課査(85)1111

国圓･回
’ ’
シ日時・場所6月18日(水)午前

10時、中央公民館（参加費無料）

惨講師我孫子聖仁会病院・訪問

善護ステーションあびこ・平和台

病院訪問看護婦、市保健婦ほか

傍問い合わせ中央公民館壷(82）

0515

平成9年度教科書展示会

’
l

’
伝日程7月29日(火)から31日から8月31日(日)、市内学童{呆育（30日は除く、6日は正午まで）

(木)の2泊3日（参加費無料）室（1日4時間から8時間勤務）修場所柏中央公民館ほか2か所

陰日時・場所7月13日(日)午前

9時受付、市民体育館

し種目硬式の部…シングルス

（中学生、高校生、45歳未満、45

歳以上、55歳以上の部の各男女別)、

ダブルス（中学生、一般の部の各

男女別）、ラージの部…シングル

ス・ダブルス（各男女別）

※硬式とラージの両方に出場はで

きません。年齢は4月1日現在

便黄格市内在住、在勤、在学者

レ参加費シングルス1人300円

（中学生100円)、ダブルス1組60

0円（中学生200円）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名、電話番号､大会名、

種目、所属団体名を明記し、6月

27日(金・必着)までにつくし野7

の15の35小野塚章司云(83)7499へ

し曰時7月21日(体)･･･利根111沿

い水田、22日(火)･･･手賀沼沿い水

田、午前4時30分から10時頃を予

定（雨天、強風等の場合は順延）

惨問い合わせ農政課壷(85)1111

定例教育委員会

県では、自然保護や環境保全活

動を行なう団体|こ対し、助成制度

を実施しています。

※申請方法等、詳しくは環境保全

課容(85)1111内線568へ

または木曜日（6日間程度）歩申し込み・問い合わせ電話で

‘雪心配ごと相麟
一地域リハビリ

＝6月20白分税
一市民会館・市
一つつじ荘・西

＝社会福祉協淑会9:00～15:00
教室＝新木近隣センター13:30～15:00
務相戯予約受付曰く電話で8?30から）
民図書館・馬の博物館休館
部福祉センター休館
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'1
6月30日(月)までに梅木壷(85)20保健福祉班云(67)1255へ

04へ 画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
・市民図書館湖北台・布佐分館休館
画つつじ荘・西部福祉センター休館

．6月24日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）
画市民図窪館湖北台・布佐分館休館

〃法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
画市民図書館湖北台・布佐分館休館

伝曰時7月13日(日)、20日(祝）

午前8時集合（ただし、雨天の場

合は21日に延期）

陰場所市民体育館野球場ほか

陰種目男性の部(男女混合可)、

女性の部

し責格市内在住、在勤、在学者

し参加蚕1チーム3000円

し申し込み・問い合わせハガキ

にチーム名、種目、代表者住所、

氏名、電話番号を明記し、7月5

日（土・必着）までに湖北台8の

18の4の203浦川方我孫子市ソフ

トボール連盟事務局壷(88)8946へ

少曰時・集合場所8月21日(木）

〃市民プラザ休館

轍

〃税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）
〃市民図書館湖北台・布佐分館休館

〃市役所閉庁(一部の施設は除く）
〃市民図書館湖北台・布佐分館休館

号、柏発を明記し、7月23日(水・

必着）までに〒260-91干葉市中央

’
‘室､少年の日．

｜

’
惨参加費100円(3歳未満無料）伝曰時8月23日(土)、24日(日）

伝問い合わせあびこ子ども劇場午前10時から午後4時

｜傍曰時・場所6月22日(日)午後
’2時、手賀沼親水広場r水の館」

しテーマ①第3期水質保全計画

②手賀沼を誇れる街づくり

し溝師県湖沼浄化対策室職員、

市企画課職員

’し参加費無料

｜屋問い合わせ星野電(88)0001

柏市、沼南町に在住、在勤、活動

中の方、フリーマーケット出店者

空手道クラブ会員

’
’場所市民プラザ（入場無料）

’ し問い合わせ宮崎壷(84)6274し練習日時毎週士曜日午後6時

30分から8時30分陳曰時6月27日(金)から7月2

日(水)午前10時から午後6時（た

だし、27日は午後1時から、2日

は午後5時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ田崎壷(82)0826

し場所湖北台東小学校体育館

伝曰時・場所6月19日(木)午後伝会費月額小・中学生1500円。

1時30分、保健センター高校生以上2000円(入会金1000円）
､･もcJq烏
貼●･●錨

溌＄ 30月

’
－

市営住宅入居者東洋雷友の会｢山草展」 納税は便利な口座振替を
6月30日(月)は、市・県民

税第1期分の納付期限です。

忘れずに納めましょう。なお、

口座振替にすると納め忘れも

なく便利です。

ぜひご利用ください。

=収税課a(85)1111＝
巡回教育相談

印鑑登録証の切り替え･登録
を土曜日に行ないます臨時生活指導員

あらき園祭

公開講演会
r求められる在宅ケア」

学童保育補助指導員
楽しい体験と
不登校の子どものだめ

再発見
一ｷｬﾝﾌ゚

雨民卓球大会
r硬式。ラージボール」 水稲の農薬空中散布

ち|獺境ﾗﾝﾃｨ靖鵬鑿

子宮加繍|姉蹄です力

精神保健福祉
ボランティア講座受講者

肢体不自由児・者
父母の会発会式

ﾃﾚ耐ｻー ビｽ
(日I恥当番医・1週間の行率）

恐(85）

ﾃﾚﾎﾝガｲﾄ゙ 恐(85)5m（

ﾌｧｸｽガｲﾄ゙ 冠 13)6伽
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18水

19木

20金

21土
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24火
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27金

28土
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画．日曜当番医＝テレホンサービス

”休日謝園歯科診擬日=休日救急歯繩鋸藏(市民会館内)9:00~11:30

〃市民図書館湖北台・布佐分館休館

〃心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15:00
‐地域リハビリ教室＝保健センター13?30～15:00
〃市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
壷つつじ荘・西部福祉センター休館

‘夢法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

〃市民図書館湖北台・布佐分館休館

〃7月3日分法律相談予約受付日(電話で8:30から）

．地域リハビリ教室＝西部福祉センター10:30～12:00

”市民図警醒湖北台・布佐分館休館

〃水道料金納入期限＝口座振替日

【夛・行政相談＝市民相談室10:00～12:00
重人権相談＝厚生課10:00～15:00

〃市民図霊館湖北台・布佐分館休館

画市民固璽館湖北台・布佐分館休館

画市役所閉庁(－部の施設は除く）

〃日曜当番医＝テレホンサービス

〃休日救急歯科診藤日=休日救急歯科診磯所(市民会館内)9:00~11:30

【ず心配ごと相麟＝社会狸*lH濡聴会9200～15:00

－市民会歴・市民図書館・雁の博物館休館
‐市民体育館・つつじ荘・西部掴祉センター休館
－国民睡康保険税第1期納期限
〃国民年金保険料払込J狙限＝口座振替日

市民ソフトボール大会
東京湾横断道路見学会
｢親と子のふれあいﾂｱー '97｣鋤暗第20回記念

,湖北ミニコンサート

第2回あびこ
親子フェスティバル

手賀沼ジャズフェステイノVし
出演者・出店者

美しい手覺召を愛する流浪の連合会
「手賀沼割じのための学習会」

籟沼獅子,鯨ｽｹｯﾁ展

嬢芸沸絵展第12回
一二一丁手

リウマチ友の会


